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2024-25年度会長スローガン

「皆が主役、一つひとつの

機会を大切に」

地区スローガン

「持続可能なロータリーに！

共に学び、共に行動」

Rotary International District2650 Nara Japan

奈良大宮ロータリークラブ
Club Weekly Bulletin
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2024-25年度 RIテーマ

RI会長 ステファニーＡ.アーチック

RI第2650地区ガバナー

中本 勝

例会プログラム

第12回 9月24日 通算2114回

１．握手挨拶

２．開会点鐘

３．ソング

４．会長挨拶

５．例会状況報告

６．委員会報告

７. 幹事報告

８．卓話

９．閉会点鐘

例会状況報告

9月8日 通算2112回

・会員数 ６６名

・出席免除者数 １４名

・出席者数 ３９名

・出席率 ６９．６４％

8月27日 通算2110回（修正）

・会員数 ６６名

・出席免除者数 １４名

・補填者 １名

・出席率 ９５．００％

お客様紹介

・米山奨学生 リン・チェンツォ さん

会長挨拶

【宮西会長】

本日は、このように多くのご家族の皆様にご参
加いただきまして、有り難うございます。また、
清岡委員長、森山副委員長をはじめ、親睦活動委
員会の皆様、本日の企画、有り難うございます。

昨年度は、クラブ創立45周年を迎え、本年度は
次の50周年に向かって最初の年となります。本年
度は、全ての機会を大切に、脇役は誰もいない、
会員全員が主役となって、より魅力のあるクラブ
にしていければと思っております。

ロータリーは、その根底に奉仕の理念や精神を
学び、実践するということがありまして、活動そのものは、楽しいと
いうより、むしろしんどいかなと思います。
しかしながら、こうしてご家族の皆様の笑顔、お支えがあって、やっ

ていけるのかと思っております。引き続き、ご家族の皆様のご理解、
ご支援をお願い致しまして、ご挨拶とさせていただきます。有り難う
ございました。

委員会報告

【ニコニコ委員会 武中委員長】
・ニコニコ報告

幹事報告

【門脇幹事】
・次回例会は6クラブ合同例会です。
奈良ホテル
19日(木)受付17:00～
例会開始18:00～
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結婚記念日・誕生日お祝い

結婚
飯田二昭 会員(9月10日)
藤井正勝 会員(9月11日)

誕生日
多田 実 会員(9月4日)
潮田悦男 会員(9月5日)
植村将史 会員(9月7日)
森山斗福 会員(9月19日)
小林太郎 会員(9月20日)
辻本和久 会員(9月22日)

第一回家族親睦例会IN淡路島

・2024年9月8日(日)：参加人数71名(内会員数39名)
・ホテルグランドニッコー淡路で家族親睦例会を行い、明石海峡大橋クルージングと
安藤忠雄氏の建築をめぐる淡路夢舞台を見学。

【清岡親睦活動委員長挨拶】

皆さま、こんにちは。入会10年目を迎えました清岡です。どうぞよ
ろしくお願いいたします。本日は、奈良大宮ロータリークラブ46年目
のスタートとして、第1回目の家族親睦例会でございます。家族親睦
例会は年に4回行われ、会員同士の親睦や交流を深めるとともに、ご
家族様にもロータリーへの理解を深めていただき、ご家族同士の親睦
を図ることを目的としています。本日がその第1回目で、残りは12月、
3月、5月に予定しております。最後の第4回目については、現在企画
中ですが、なんとか万博へ行ければと考えています。
今年度の親睦活動委員会のテーマは「You Happy, We Happy」です。
皆さんが楽しめば、私たちも嬉しいという思いを込めて、親睦活動を

進めています。たくさんのおもてなしの心を持ち、和気あいあいとした雰囲気を大切に
しながら、クラブが今後も50周年に向けて発展し、新しい会員やご家族を迎えられるよ
う努めてまいります。本日は、淡路島を皆さまに満喫していただき、楽しい一日をお過
ごしいただければ幸いです。
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職業奉仕事業

奈良・吉野の伝統の名産寿司（柿の葉寿司）
手作り体験と老舗企業の経営を学ぶツアー
・2024年9月16日(月・祝)：参加人数38名（事務局2名含む）
・株式会社中谷本舗（ゐざさ寿司）様の協力の元、柿の葉寿司の手づくり体験と
中谷会員による講義がありました。

「老舗の経営学の学び」講師：中谷圭佑会員
講義の最初に、株式会社中谷本舗の概要説明として「ゐざさ
中谷本舗の歴史」と題した約15分のビデオが上映されました。
創業から現在に至るまでの中谷本舗の歴史と、商品に対する
こだわりを知ることができました。
実際の講義では、映像で紹介された歴史をさらに深掘りする
形で進められました。特に、米屋として創業した後、先代が
故郷の未来を案じて新たな名産品をつくろうとしたことがきっ
かけで、現在のような柿の葉寿司メーカーに生まれ変わった
ことが紹介されました。また、経営的な危機に何度か直面し、
その際にどのように乗り越えたのか、成長過程での失敗談なども話されました。
最後には、直面している課題として「人材確保」に対する取り組みや、原材料の高騰に
対応するための対策についても簡単に説明されました。
（上映ビデオの要約）
1921年(大正10年) 米屋で創業
林業が盛栄を極め、奈良県吉野地方がかつてないほどの脚光を浴びた大正時代。上北山
村はその中心となって県内外から働き手が集まり、宝石店、カフェ、映画館などの施設
も増え続けました。それに着目した初代・中谷勘市郎はゐざさ中谷本舗の前身、中谷商
店を創業。地域で唯一の米穀販売権を手に、隣村の川上村柏木より伯母峰峠を越えて行
商に出ました。米穀販売の傍ら、勘市郎の妻キクエの作る寿司が評判を呼び、郷土料理
として親しまれていた柿の葉寿司を商品化。昭和初期に上北山村河合に店舗を構え、米・
米飯に加え、魚・肉・野菜などの生鮮品、燃料や酒類まで販売するようになります。
郷土の名産品の開発「ゐざさ寿司」命名
1961年 上北山村に大台ケ原ドライブウェイが開通。創業者から事業を受け継いだ二代目・
中谷宏はドライブウェイの中ほどに「経ヶ峰茶屋」作り、大台ケ原の名物としてその地
に多く自生していた笹の葉で包んだお寿司を考案します。中谷宏の妻、カツエの実兄が
文化財を管理・保護する職に就いていたご縁で、その後 東大寺管長を務めた 清水公照
師を茶屋にお招きする機会に恵まれました。これがきっかけで、名物の笹寿司を大台ケ
原に伝わる笹をまとった伝説の大猪「ゐざさ王」にちなんで、「ゐざさ寿司」と命名い
ただき、屋号といたしました。
名産寿司の担い手として
1965年 寿司製造部門を立ち上げ、上北山村に工場を設立。柿の葉寿司、ゐざさ寿司に続
き、奥吉野という土地柄をイメージした桜寿司や山菜巻、さんま姿鮨など現在もいざさ
の詰合せの礎となるお寿司を続々と商品化。名産寿司の製造・販売業として成長してい
きました。
柿の葉寿司を全国区に
郷土で培った味をもっと多くのお客様にお届けしたい。この思いを胸に、1980年 田原本
町に工場及び店舗を竣工し、奈良県北部に進出。通信販売もこの頃から開始しました。
1986年に屋号を「ゐざさ」、商号を「株式会社中谷本舗」として法人化しました。
1994年奈良市に支店・店舗を構えるとともに関東にも進出。百貨店への出店や駅弁大会
を通じて柿の葉寿司の名を全国に広めていきました。2002年 渋谷駅におにぎりの店を出
店。「笹八」のブランドで米屋から始まったノウハウを生かし、おにぎりやお弁当など
美味しい米飯の提供にも力を注ぎます。
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受け継がれる思い
2004年に3代目・中谷昌紀が社長に就任。「奥吉野の食文化を古都奈良から全国に」を基
本理念に据え、首都圏への出店・販売も加速。奈良・東大寺隣の「夢風ひろば」には、
奈良の食文化の発信地として、柿の葉寿司などの郷土食を提供するレストランも誕生し
ました。そして2015年、最新鋭の設備を整えた田原本新工場が唐古・鍵遺跡の隣接地に
出来上がります。奈良県HACCP自主衛生管理認証制度（通称：ならハサップ）も取得し、
これまで以上に「安心・安全」な商品をご提供できるよう、衛生管理を徹底した製造に
日々努めています。
創業から100年を経た「ゐざさ中谷本舗」のこれから
ゐざさ中谷本舗は2021年、創業100周年を迎えることができました。これもひとえに当社
のお寿司を愛し、ともに歩んでくださったお客様あってのこと。むかしも、いまも、こ
れからも「郷土の味」をみなさまに。郷土の誇りを抱きながら、歩み続けます。
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●会報・雑誌委員会

松岡浩治 中奥雅巳 森山憲克 金田智仁

今後の予定

・10月 1日(火) 卓話(米山担当)
卓話者：2650地区米山奨学委員会 成田 和哉 会員

・10月 8日(火) 休会
・10月15日(火) 卓話

卓話者：明治安田生命保険相互会社奈良支社 総務課長 河村 多栄子 様
タイトル：防災セミナー

ニコニコ箱 合計 126,000円 累計 849,000円

宮西正伸君 ご家族の皆様、親睦活動委員会の皆様、本日は有り難うございます。
門脇伸幸君 本日は親睦委員会の皆様、ありがとうございます。1日お世話になります。
水野憲治君 本日は親睦活動委員会の皆様、御世話になります。
飯田二昭君 今日はお世話になります。結婚記念日を祝っていただき、有難うございま

す。無事58年を迎えることが出来ました。幸運に感謝しています。
植原賢治君 例会段取りありがとうございます！
浦野昌彦君 家族例会盛会おめでとうございます。
倉田智史君 本日は親睦活動委員会の皆様、大変お世話になります。
武中洋勝君 親睦委員会の皆様、本日は大変お世話になり有難うございます。

1日よろしくお願いします。
多田実君 親睦活動委員会の皆様、本日はお世話なります。
中奥雅巳君 親睦活動委員会の皆さま、お世話なります。
成田和哉君 本日は家族5人で参加させていただきました。親睦活動委員会の清岡委員長

はじめ委員会の皆様、企画から設営まで誠にありがとうございます。
西本隆一君 委員会のみなさま、ごくろうさまです。
増井義久君 今日はありがとうございます。
宮坂勝紀君 今日はたのしみましょう。よろしくお願い致します。
武藤廣茂君 親睦活動委員会の皆様、本日はお世話になります。孫共々、楽しませて頂

きます。
森田住秀君 家族親睦例会設営ありがとうございます。楽しみにしております。
ニコニコ協力 市田富久夫君 稲田正剛君 岡利至君 岡﨑真人君 清岡義教君

楠原忠夫君 河野里志君 小林太郎君 志茂志津代君 城田真平君
冨川悟君 中嶌大君 野﨑隆男君 野末勝宏君 平方貴之君
松岡浩治君 森山斗福君 森山憲克君 山口尚紀君 弓場裕史君


